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市の人口と予算

午
前
十
時
か
ら
行
わ
れ
た
式

典
に
は
、
受
賞
者
を
は
じ
め
来

賓
や
市
関
係
者
な
ど
、
お
よ
そ

三
十
人
が
出
席
。

式
典
で
は
、
井
崎
市
長
が

「
各
分
野
で
郷
土
流
山
の
発
展

に
ご
尽
力
さ
れ
た
皆
様
の
長
年

に
わ
た
る
ご
努
力
と
ご
労
苦
に

対
し
、
十
五
万
二
千
市
民
を
代

表
し
敬
意
と
感
謝
を
表
し
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
受
賞
者

一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
秋
元

大
吉
郎
さ
ん
が
「
こ
の
受
賞
を

大
き
な
励
み
と
し
て
、
一
層
の

研
さ
ん
を
重
ね
、
ふ
る
さ
と
流

山
の
発
展
の
た
め
に
努
力
し
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。こ

と
し
の
受
賞
者
は
八
人

で
、
自
治
功
労
が
三
人
、
保
健

福
祉
功
労
が
四
人
、
産
業
功
労

が
一
人
で
し
た
。

受
賞
者
と
主
な
功
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

〈
敬
称
略
〉

【
自
治
功
労
】

▽
秋
元
大
吉
郎（
中
野
久
木
）

＝
元
市
長
▽
眉
山
俊
光
（
流
山

７
丁
目
）
＝
前
市
長
▽
石
井
幸

雄
（
西
深
井
）
＝
元
農
業
委
員

会
委
員

【
保
健
福
祉
功
労
】

▽
藤
原
チ
ヨ
（
中
）
＝
民
生

全
国
青
年
市
長
会
に
所
属
す

る
流
山
市
、
我
孫
子
市
、
鎌
ケ

谷
市
の
四
十
代
市
長
が
一
堂
に

会
し
、「
青
年
市
長
、
お
お
い

に
語
る
　
時
代
の
壁
を
打
ち
破

り
、
未
来
を
切
り
拓
け
！
」
を

テ
ー
マ
に
、
ま
ち
の
将
来
に
つ

い
て
語
り
合
う
「
と
う
か
つ
地

域
40
代
市
長
サ
ミ
ッ
ト
　
流

山
、
我
孫
子
、
鎌
ケ
谷
」
を
十

一
月
二
十
九
日
に
江
戸
川
大
学

で
開
催
し
ま
す
。

三
市
長
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち

流山市表彰式

流
山
市
の
発
展
に
多
大
な
貢
献

掲
示
物
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

新
選
組
の
足
跡
た
ど
る

平成15年度

受賞者一人ひとりに井崎市長から表彰状が贈られました

秋元大吉郎さん眉山　俊光さん石井　幸雄さん藤原　チヨさん

日下　信昌さん

10月29日に行われた除幕式

齋藤　勝彦さん山口千代子さん浅香とめ子さん

【人口・世帯】〈11月1日現在〉
合計＝151,939人 （＋187）（ ）内は前月比
男 ＝ 75,307人 （＋ 98）
女 ＝ 76,632人 （＋ 89）
世帯＝ 56,164世帯（＋143）
【予算】〈11月1日現在〉
一 般 会 計＝39,384,437千円
特別・企業会計＝37,889,662千円

委
員
児
童
委
員
等
▽
日
下
信
昌

（
東
深
井
）
＝
学
校
医
▽
齋
藤

勝
彦
（
平
和
台
５
丁
目
）
＝
学

校
医
▽
山
口
千
代
子
（
江
戸
川

台
西
２
丁
目
）
＝
元
学
校
薬
剤

師
【
産
業
功
労
】

▽
浅
香
と
め
子
（
流
山
３
丁

目
）
＝
縫
製
技
能

11月3日、「第25回流山市民
まつり」が総合運動公園で
開催され、約6万人の人出で賑わいました。
新しいイベント盛りだくさんの中でも、

市民の注目を集めたのは「ギネスに挑戦！
巨大オセロ大会」。世界最大級、直径92セ
ンチメートルの駒と約13メートル四方の盤
は、小学生の手作り。白駒の中央部分には、
子どもたちの絵が描かれ、大きな盤を彩り
ます。市内の小学生5人1組で12チームが参
加。対戦者は体育館の2階観客席に陣取り、
マイクを使い駒の置く位置を読み上げます。
1階の子どもたちは、その指示に従い、間違
えないように大きな駒を両手で返していきま
した。見事優勝を手にしたのは、流山小学校
チーム（梶慎太郎、三木健史、棚鰭章仁、
金野大治、三木愛美）の皆さんでした。
なお、主催の流山市青少年相談員連絡協

議会では、「将棋は天童、オセロと言えば流
山と言われるようにしたい」と、この巨大
オセロのギネスへの申請を予定しています。
一方、野外では学校区対抗の軽スポーツ

大会も行われ、「洗濯大好き」は東深井小
学校区、「ふたりでひとり」は鰭ケ崎小学
校区、「オリジナル聖火リレー」は西初石
小学校区がそれぞれ1位に輝きました。

十
月
二
十
九
日
、
流
山
二
丁

目
に
あ
る
「
近
藤
勇
陣
屋
跡
」

掲
示
物
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
除
幕

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
と
お

り
、
流
山
は
新
選
組
の
近
藤
勇

が
最
後
に
陣
営
を
敷
き
、
投
降

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
来
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
で
「
新
選
組
！
」
が
放
映

さ
れ
る
こ
と
を
機
に
、
流
山
市

観
光
協
会
（
石
井
享
会
長
）
が
、

新
選
組
を
観
光
Ｐ
Ｒ
や
経
済
の

活
性
化
に
役
立
て
よ
う
と
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
も
の
で
す
。

市
長
や
商
工
会
長
な
ど
、
約

二
十
人
の
関
係
者
が
出
席
し
て

行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
石
井
会

長
か
ら
「
陣
屋
跡
を
観
光
の
拠

点
と
す
る
流
山
の
ま
ち
づ
く
り

の
ポ
イ
ン
ト
と
な
れ
ば
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

掲
示
板
は
、
高
さ
約
一
メ
ー

ト
ル
、
幅
約
二
メ
ー
ト
ル
。
一

八
三
四
年
の
近
藤
勇
出
生
か
ら

一
八
六
九
年
の
新
選
組
降
伏
ま

で
の
年
表
や
鳥
羽
伏
見
戦
争
・

勝
沼
戦
争
、
流
山
に
お
け
る
新

選
組
の
活
動
な
ど
を
写
真
を
交

え
て
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
ま
す
。
新
選
組
の
足
跡
を
た

ど
り
、
皆
さ
ん
も
一
度
訪
ね
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

□問
商
工
課
�
７
１
５
０
―

６

０
８
５

づ
く
り
の
展
望
や
東
葛
地
域
全

体
の
将
来
像
な
ど
に
つ
い
て
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ま
ち
づ
く
り

や
市
民
参
加
に
つ
い
て
、
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
＝
11
月
29
日
�
14
時

〜
16
時
▽
場
所
＝
江
戸
川
大
学

（
駒
木
）
▽
出
演
＝
井
崎
義
治

流
山
市
長
、
福
嶋
浩
彦
我
孫
子

市
長
、
清
水
聖
士
鎌
ケ
谷
市
長

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ
※
駐
車

場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い

□問
と
う
か
つ
地
域
40
代
市
長

サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
事
務
局

�
７
１
６
０
―

５
５
１
１

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

40
代
市
長
サ
ミ
ッ
ト

流
山
我
孫
子
鎌
ケ
谷

ま
ち
づ
く
り
や
東
　
地
域
の
将
来
像
語
る

11月29日

注目を浴びた巨大オセロ大会

市
議
会
第
２
回
臨
時
会
　

市
議
会
の
臨
時
会
が
十
一
月

十
一
日
に
開
か
れ
、
一
般
会
計

や
特
別
会
計
の
補
正
予
算
の
ほ

か
、
流
山
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
な
ど
九
議
案
が
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
閉
会
し

ま
し
た
。

人
の
功
績
功
績
た
た
え
る 

8
 人
の
功
績
た
た
え
る 

8
 

流山市民まつり

10月に行われたタウンミーティングについては、12月1日から市の
ホームページでご覧になれます□問秘書広報課�７１５０－６０６３

本
市
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方

の
功
績
を
た
た
え
る
平
成
十
五
年
度
「
流
山

市
表
彰
式
」
が
、
十
一
月
三
日
に
市
役
所
市

議
会
議
場
で
行
わ
れ
、
八
人
の
方
々
が
受
賞

の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
功
績
を
郷
土

の
歴
史
に
深
く
刻
み
、
永
く
そ
の
栄
誉
を
た

た
え
る
も
の
で
、
昭
和
四
十
八
年
に
創
設
さ

れ
た
本
市
最
高
の
顕
彰
制
度
で
す
。
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来
春
か
ら
公
立
保
育
所
と
私

立
保
育
園
に
入
所
（
園
）
を
希

望
す
る
乳
幼
児
を
募
集
し
ま

す
。申

し
込
み
は
、
十
一
月
十
七

日
か
ら
市
内
の
各
保
育
所（
園
）

や
市
役
所
保
育
課
で
受
け
付
け

ま
す
。

ま
た
、
現
在
通
っ
て
い
る
保

育
所
（
園
）
に
引
き
続
い
て
通

う
場
合
も
、
十
七
日
か
ら
十
二

月
五
日
ま
で
に
通
っ
て
い
る
保

育
所
（
園
）
に
「
保
育
所
（
園
）

状
況
調
査
票
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
保
育
所
（
園
）

の
変
更
を
希
望
す
る
方
は
、

「
保
育
所
（
園
）
状
況
調
査
票
」

に
そ
の
旨
を
記
入
し
、「
申
込

書
」
を
添
え
て
、
通
っ
て
い
る

保
育
所
（
園
）
ま
た
は
市
役
所

保
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。【

募
集
要
項
】

▽
入
所
基
準
＝
①
保
護
者
が

昼
間
、
居
宅
内
外
で
働
い
て
い

る
②
保
護
者
が
出
産
ま
た
は
病

気
③
家
庭
内
に
長
期
に
わ
た
る

病
人
や
障
害
者
が
同
居
し
、
保

護
者
が
看
護
し
て
い
る
④
災
害

を
受
け
、
復
旧
に
あ
た
っ
て
い

る
⑤
①
〜
④
に
相
当
す
る
と
認

め
ら
れ
る
状
態
な
ど
、
保
育
に

欠
け
る
状
態
に
あ
る
家
庭
▽
申

込
書
の
配
布
と
受
け
付
け
＝
11

月
17
日
か
ら
各
保
育
所
（
園
）

と
保
育
課
で
配
布
。
希
望
者
は

12
月
10
日
ま
で
に
手
続
き
を
▽

対
象
年
齢
＝
０
歳
〜
５
歳
（
０

来
春
入
所
の
乳
幼
児
を
募
集

17
日
か
ら
入
所
（
園
）
受
け
付
け

9
月
か
ら
こ
れ
ま
で
の
動
き

流
山
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
関
連
報
道

募集保育所（園）

牛乳パックでハガキを作る紙すき教室…▽日時／場所＝11月26日（水）13時～／リサイクルプラザ
▽申し込み＝11月20日までに電話でリサイクル推進課へ□問リサイクル推進課�７１５７－８２５０

千葉県生涯大学校の学生募集
歳
児
は
公
立
保
育
所
が
生
後
６

カ
月
経
過
後
、
私
立
保
育
園
が

産
休
明
け
か
ら
）
※
美
田
保
育

所
は
１
歳
児
か
ら

□問
保
育
課
�
７
１
５
０
―

６

１
２
４
／
各
保
育
所
（
園
）

（
左
表
参
照
）

休
日
保
育
の
お
知
ら
せ

み
や
ぞ
の
保
育
園
で
は
、
休

日
、
祝
日
の
乳
幼
児
保
育
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
児
童
＝
市
内
保
育
所

（
園
）
に
入
所
（
園
）
し
て
い

る
乳
幼
児
お
よ
び
そ
の
兄
弟
で

小
学
校
３
年
生
ま
で
の
児
童
※

事
前
に
登
録
を
▽
保
育
時
間
＝

７
時
〜
22
時
▽
場
所
＝
宮
園
２

―
８
―
15

□問
み
や
ぞ
の
保
育
園
�
７
１

５
９
―

２
９
５
４

流
山
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
報
道
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の

一
連
の
経
過
は
、次
の
と
お
り
。

平
成
15
年
９
月
19
日

読
売
新
聞
が
「
荏
原
製
作
所

と
下
請
け
佐
藤
工
業
の
工
事
費

水
増
し
の
裏
金
」に
つ
い
て
報

道
（
同
日
午
後
３
時
）

緊
急
記
者
会
見
（
市
役
所
）

〔
市
長
コ
メ
ン
ト
内
容
〕

関
係
機
関
と
協
力
し
、
真
相

解
明
に
全
力
で
取
り
組
む
。
会

社
の
責
任
者
を
呼
ん
で
事
情
聴

取
を
行
い
、
契
約
違
反
が
あ
れ

ば
断
固
た
る
措
置
を
講
じ
る
。

市
民
生
活
に
支
障
の
な
い
よ
う

に
対
応
す
る
。

（
同
日
午
後
３
時
35
分
）

㈱
荏
原
製
作
所
を
呼
ん
で
事

情
聴
取
し
た
結
果
、
全
く
の
事

実
無
根
と
の
主
張
で
あ
っ
た
。

平
成
15
年
９
月
24
日

（
同
日
午
前
10
時
）

佐
藤
工
業
㈱
を
呼
ん
で
事
情

聴
取〔

佐
藤
工
業
の
主
張
〕

使
途
不
明
金
、
使
途
秘
匿
金

が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

た
だ
し
、
三
億
円
が
荏
原
に
流

れ
た
か
否
か
は
不
明
で
、
捜
査

中
。
現
在
、
会
社
更
生
法
の
適

用
に
よ
り
、
社
員
が
四
分
の
一

に
減
ら
さ
れ
て
、
社
内
調
査
が

で
き
な
い
状
況
。
捜
査
の
口
止

め
が
解
禁
さ
れ
た
場
合
は
、
文

書
で
市
に
経
過
報
告
し
た
い
。

（
同
日
午
後
３
時
15
分
）

臨
時
記
者
会
見
（
市
役
所
）

〔
市
長
コ
メ
ン
ト
内
容
〕

法
的
手
段
に
よ
っ
て
、
何
が

で
き
る
の
か
を
内
部
協
議
し
、

可
能
な
限
り
の
手
立
て
を
講
じ

て
調
査
徹
底
し
、
う
や
む
や
に

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
全
力
で

対
応
す
る
。
当
局
の
捜
査
に
も
継

続
し
て
全
面
的
に
協
力
を
す
る
。

（
同
日
午
後
４
時
）

荏
原
製
作
所
が
市
長
へ
「
新

聞
報
道
に
つ
い
て
」
の
文
書
を

提
出（

文
書
の
内
容
）

全
く
の
事
実
無
根
で
あ
る
。

右
翼
団
体
と
も
一
切
関
与
し
て

い
な
い
。
佐
藤
工
業
に
発
注
し

て
い
る
が
、
新
聞
報
道
に
あ
る

よ
う
な
事
実
は
全
く
な
い
。
真

相
解
明
に
向
け
た
更
な
る
調
査

を
進
め
、
市
の
調
査
に
も
全
面

的
に
協
力
す
る
。

平
成
15
年
９
月
30
日

市
議
会
全
員
協
議
会
で
経
過

報
告平

成
15
年
10
月
２
日

佐
藤
工
業
を
呼
ん
で
事
情
聴

取
〔
佐
藤
工
業
の
主
張
〕

現
在
も
捜
査
中
の
た
め
、
会

社
の
対
応
状
況
を
文
書
で
回
答

で
き
な
い
。

平
成
15
年
10
月
20
日

市
議
会
全
員
協
議
会
で
経
過

報
告

平
成
13
年
４
月
24
日

「
流
山
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
建
設
及
び
ご
み
焼
却
施
設
建

設
工
事
」
に
つ
い
て
選
考
会
を

開
催
し
、
七
社
（
バ
ブ
コ
ッ
ク

日
立
㈱
、住
友
重
機
械
工
業
㈱
、

㈱
荏
原
製
作
所
、
㈱
神
戸
製
作

所
、
川
崎
重
工
業
㈱
、
日
立
造

船
㈱
、
三
菱
重
工
業
㈱
を
選
定

し
た
。

平
成
13
年
７
月
２
日

入
札
契
約
審
査
会
本
会
を
開

催
し
、
①
性
能
発
注
方
式
を
採

用
す
る
②
流
動
床
式
ガ
ス
化
溶

融
炉
に
関
し
て
、
財
団
法
人
廃

棄
物
研
究
財
団
の
技
術
評
価
書

を
取
得
し
て
い
る
こ
と
③
平
成

十
一
年
八
月
、
公
正
取
引
委
員

会
の
勧
告
お
よ
び
警
告
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
―
―
な
ど
を
理

由
に
バ
ブ
コ
ッ
ク
日
立
㈱
、
住

友
重
機
械
工
業
㈱
の
二
社
を
指

名
す
る
こ
と
に
し
た
。

平
成
13
年
７
月
３
日

入
札
執
行
日
（
７
月
27
日
）

お
よ
び
二
社
の
指
名
業
者
名
な

ど
を
公
告
し
た
。

平
成
13
年
７
月
12
日

今
回
の
入
札
は
選
考
過
程
で

調
査
漏
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
再

度
入
札
契
約
審
査
会
本
会
を
開

催
し
、
七
月
二
十
七
日
の
指
名

競
争
入
札
を
取
り
や
め
、
新
た

に
審
査
し
た
結
果
、
七
社
中
四

社
（
バ
ブ
コ
ッ
ク
日
立
㈱
、
住

友
重
機
械
工
業
㈱
、
㈱
荏
原
製

作
所
、
㈱
神
戸
製
作
所
）
を
選

定
し
た
。

平
成
13
年
７
月
13
日

指
名
入
札
の
取
り
や
め
に
つ

い
て
公
告
し
た
。

【
理
由
】

公
正
取
引
委
員
会
か
ら
排
除

勧
告
・
警
告
が
出
さ
れ
て
い
な

い
二
社
を
指
名
競
争
入
札
の
指

名
を
し
た
が
、
住
友
重
機
械
工

業
㈱
が
警
告
を
出
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
、
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
住
友
重
機
械
工
業

㈱
の
指
名
を
取
り
消
す
こ
と
と

し
た
。
よ
っ
て
、
バ
ブ
コ
ッ
ク

日
立
㈱
一
社
だ
け
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
入
札
を
い
っ
た
ん
取
り

や
め
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

平
成
13
年
７
月
16
日

入
札
執
行
日
（
７
月
31
日
）

お
よ
び
四
社
の
指
名
業
者
名
な

ど
を
公
告
し
た
。

平
成
13
年
７
月
31
日

入
札
の
結
果
、
㈱
荏
原
製
作

所
が
落
札
。

平
成
13
年
８
月
21
日
〜
22
日

市
議
会
第
三
回
臨
時
会
で
工
事

請
負
契
約
の
締
結
な
ど
可
決
。

□問
管
財
課
�
７
１
５
０
―

６

０
６
９

住
宅
需
要
実
態
調
査

一
般
廃
棄
物
・
粗
大
ご
み
の
搬
入
先

12
月
か
ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

流
山
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ご
み
焼
却
施
設
の
試
験
運
転
に

伴
い
、
今
ま
で
清
掃
事
務
所

（
清
美
園
）
に
搬
入
し
て
い
た

一
般
廃
棄
物
お
よ
び
粗
大
ご
み

は
、
十
二
月
一
日
か
ら
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
と
な
り

ま
す
。

な
お
、
粗
大
ご
み
の
受
け
付

け
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・

プ
ラ
ザ
館
事
務
所
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
徒
歩
・
自
転
車
で

の
搬
入
や
ご
み
（
粗
大
ご
み
を

除
く
）
の
受
け
付
け
は
出
来
ま

せ
ん
の
で
、
各
ご
み
集
積
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
搬
入
体
制

が
確
立
す
る
ま
で
ご
不
便
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

□問
清
掃
事
務
所
�
７
１
５
４

―

５
５
０
１

十
二
月
一
日
、
国
土
交
通

省
主
催
に
よ
る
住
宅
需
要
実

態
調
査
が
全
国
一
斉
に
行
わ

れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
住
宅
の
住

み
心
地
な
ど
を
調
査
し
、
そ

の
結
果
を
住
宅
政
策
の
基
礎

資
料
と
す
る
も
の
で
、
市
内

で
は
約
百
二
十
八
世
帯
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
対
象
の
世

帯
に
は
、
実
態
調
査
の
調
査

票
を
持
っ
た
調
査
員
が
事
前

に
調
査
票
の
記
入
の
お
願
い

に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
都
市
計
画
課
�
７
１
５

０
―

６
０
８
７

　
私
立
保
育
園 

中野久木保育所 

平和台保育所 

江戸川台保育所 

美田保育所 

名都借保育所 

長崎保育所 

向小金保育所 

東深井保育所 

なかよし保育園 

小山保育園 

八木北保育園 

松の実保育園 

西平井保育園 

かやの木保育園 

みやぞの保育園 

流山わらしこ保育園 

�７１５２－０９２１ 

�７１５８－１４２４ 

�７１５２－０６１１ 

�７１５２－７１０６

�７１４４－１２２８

�７１４４－７８８６ 

�７１７４－５２１７ 

�７１５４－６０２５

�７１５８－５５００

�７１５４－２４４８

�７１５２－０５０４ 

�７１４５－４３１２

�７１５９－７４７３

�７１５９－２７００

�７１５９－２９５４

�７１５０－２６５４ 

　
公
立
保
育
所 

（平成16年4月開園予定） 

「
千
葉
県
生
涯
大
学
校
」

の
新
入
生
を
募
集
し
ま
す
。

同
大
学
校
は
県
内
に
五
学

園
六
校
舎
が
あ
り
、
流
山
市

内
の
方
は
、
原
則
と
し
て
東

葛
飾
学
園
で
学
ぶ
こ
と
に
な

り
ま
す
。
課
程
・
学
科
に
は
、

一
般
課
程
（
福
祉
科
、
生
活

科
、
園
芸
科
、
陶
芸
科
）
と

通
信
課
程
、
専
攻
課
程
が
あ

り
、
各
課
程
・
学
科
と
も
修

業
年
限
は
二
年
で
す
。

▽
対
象
＝
県
内
在
住
の
60

歳
以
上
（
昭
和
19
年
４
月
１

日
以
前
生
ま
れ
）
で
、
学
習

の
成
果
を
地
域
活
動
で
役
立

て
る
な
ど
社
会
参
加
意
欲
の

あ
る
方
▽
学
園
名
＝
東
葛
飾

学
園
▽
授
業
料
（
年
間
）
＝

①
一
般
課
程
１
８
０
０
０
円

②
通
信
課
程
４
０
０
０
円
③

専
攻
課
程
８
０
０
０
円
※
実

習
の
教
材
費
、
通
信
課
程
の

ス
ク
ー
リ
ン
グ
宿
泊
費
な
ど

は
自
己
負
担
▽
申
し
込
み
＝

市
高
齢
者
支
援
課
お
よ
び
各

出
張
所
で
配
布
し
て
い
る
入

学
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
平
成
15
年
12
月
26
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
６

０
―
０
８
０
１
千
葉
市
中
央

区
仁
戸
名
町
６
６
６
―
２
千

葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局
へ

□問
千
葉
県
生
涯
大
学
校
事

務
局
�
０
４
３
―

２
６
６
―

４

７
０
５

平成
16年度

aaaaaaaaaaaaaaa

aaaaaaaaaaaaaaa

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a

税務署の駐車場が使用不可
松戸税務署では、確定申告受け

付け用のプレハブ建物を設置する
ため、12月1日から来年4月下旬ま
で、駐車場が使用できません。ご
来署の際は、電車またはバスのご
利用をお願いします。
□問松戸税務署�０４７－３６３－
１１７１

契
約
締
結
ま
で
の
経
緯

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
ご
み
焼
却
施
設



第187回 

今月は28日に　 

★
普
通
救
命
実
技
講
習
会

▽
日
時
＝
12
月
７
日
�
13
時

〜
16
時
▽
場
所
＝
中
央
消
防
署

東
分
署
▽
定
員
＝
30
人
（
先
着

順
）
▽
内
容
＝
救
命
の
知
識
と

技
術
の
習
得
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
中
央
消

防
署
東
分
署
へ

□問
中
央
消
防
署
東
分
署
�
７

１
４
６
―

０
１
１
９

ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
（
流
山
市

青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
主

催
）▽

日
時
＝
12
月
14
日
�
９
時

〜
12
時
▽
場
所
＝
東
部
公
民
館

▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
の
小
学

４
年
〜
中
学
生
／
20
人
（
先
着

順
）
▽
参
加
費
＝
１
０
０
円
▽

持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

タ
オ
ル
、
ふ
き
ん
▽
申
し
込

み
＝
17
日
か
ら
電
話
で
青
少
年

課
へ□問

青
少
年
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
７

★
歯
科
レ
セ
プ
ト
点
検
臨
時

職
員
の
募
集

▽
勤
務
内
容
＝
歯
科
レ
セ
プ

ト
点
検
の
事
務
▽
応
募
資
格
＝

厚
生
労
働
省
認
定
の
医
療
事
務

（
歯
科
）
技
能
審
査
１
級
合
格

者
▽
期
間
＝
12
月
１
日
〜
平
成

16
年
３
月
31
日
▽
勤
務
日
数
＝

１
カ
月
14
日
以
内
▽
勤
務
時

間
／
場
所
＝
月
〜
金
曜
の
９
時

〜
17
時
（
相
談
可
能
）
／
市
役

所
▽
時
間
給
＝
８
９
０
円
（
交

通
費
別
途
支
給
）
▽
選
考
方

法
＝
書
類
審
査
の
う
え
面
接
▽

応
募
方
法
＝
履
歴
書
お
よ
び
合

格
証
書
の
写
し
を
11
月
21
日

（
必
着
）
ま
で
に
、
国
保
年
金

課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
（
〒
２

７
０
―
０
１
９
２
流
山
市
役
所

国
保
年
金
課
）

□問
国
保
年
金
課
�
７
１
５
０

―

６
０
７
７

自
衛
隊
生
徒
の
募
集

▽
応
募
資
格
＝
15
歳
以
上
17

歳
未
満
の
男
子
（
平
成
16
年
３

月
中
学
校
卒
業
予
定
の
者
）
▽

試
験
日
＝
平
成
16
年
１
月
10
日

�
▽
受
付
期
間
＝
平
成
16
年
１

月
６
日
（
必
着
）
ま
で
※
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を

□問
自
衛
隊
柏
募
集
案
内
所
�

７
１
６
３
―

６
８
８
４

★
図
書
館
子
ど
も
映
画
会

▽
日
時
＝
11
月
22
日
�
14
時

〜
▽
場
所
＝
森
の
図
書
館
▽
対

象
／
定
員
＝
小
学
生
以
上
／
80

人
（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
映
画

「
少
林
サ
ッ
カ
ー
」
▽
入
場

料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当
日

直
接
会
場
へ

□問
森
の
図
書
館
�
７
１
５
２

―

３
２
０
０

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

▽
日
時
＝
11
月
28
日
�
15
時

〜
16
時
▽
場
所
＝
初
石
公
民
館

▽
内
容
＝
人
形
劇
「
ば
け
く
ら

べ
」
ほ
か
▽
出
演
＝
人
形
劇
団

ふ
う
せ
ん
▽
入
場
料
＝
無
料
▽

申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
中
央
図
書
館
�
７
１
５
９

―

４
６
４
６

★
博
物
館
子
ど
も
土
曜
教
室

「
絵
画
教
室
」
作
品
展

▽
日
程
＝
11
月
16
日
〜
28
日

９
時
〜
16
時
50
分
※
17
日
・
25

日
は
休
館
▽
場
所
＝
杜
の
ア
ト

リ
エ
黎
明
▽
入
場
料
＝
無
料

□問
市
立
博
物
館
�
７
１
５
９

―

３
４
３
４

★
流
山
市
ミ
ニ
消
費
生
活
展

▽
期
間
＝
11
月
19
日
〜
21
日

▽
時
間
＝
９
時
〜
16
時
▽
場

所
＝
流
山
郵
便
局
▽
内
容
＝
パ

ネ
ル
展
示
「
と
り
も
ど
そ
う
ふ

る
さ
と
の
自
然
」
〜
見
直
そ
う

今
の
く
ら
し
〜
▽
入
場
料
＝
無

料
□問
商
工
課
�
７
１
５
０
―

６

０
８
５

★
福
祉
施
策
審
議
会

▽
日
時
＝
11
月
17
日
�
13
時

30
分
〜
▽
場
所
＝
市
役
所
▽
内

容
＝
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
ほ
か

□問
社
会
福
祉
課
�
７
１
５
０

―

６
０
７
９

★
行
財
政
改
革
審
議
会

▽
日
時
＝
11
月
28
日
�
14
時

〜
16
時
▽
場
所
＝
市
役
所
▽
内

容
＝
委
嘱
状
交
付
、
会
長
・
副

会
長
の
選
出
に
つ
い
て
ほ
か

□問
行
政
改
革
推
進
課
�
７
１

５
０
―

６
０
７
８

★
赤
ち
ゃ
ん
と
楽
し
む
絵
本

の
紹
介

▽
日
時
＝
11
月
20
日
�
10
時

〜
11
時
▽
場
所
＝
初
石
公
民
館

▽
対
象
／
定
員
＝
妊
婦
、
１
歳

半
ま
で
の
乳
幼
児
と
そ
の
親
／

15
組
（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
絵

本
の
紹
介
、
わ
ら
べ
う
た
遊
び

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
き
ょ
う
９
時
か
ら
電
話
で

中
央
図
書
館
へ

□問
中
央
図
書
館
�
７
１
５
９

―

４
６
４
６

女
性
医
師
に
よ
る
「
女
性
の

た
め
の
健
康
相
談
」

▽
日
時
＝
12
月
４
日
�
14
時

〜
15
時
30
分
▽
対
象
／
定
員
＝

市
民
（
女
性
の
み
）
／
３
人

（
先
着
順
）
▽
場
所
＝
保
健
セ

ン
タ
ー
▽
内
容
＝
更
年
期
障
害

講
座
・
講
演

講
座
・
講
演

（３） 平成15年11月15日（土曜日） 第１０５４号

イ　ベ　ン　ト

市民伝言板

常磐自動車道測定結果（平成15年９月）

�昼60デシベル・朝夕55デシベル・夜50デシベルの協定値を超えた時間
�連続した3カ月間に日平均値が0.04ppmを超えた日数（0.06ppmを超えた日数）�
日平均値が0.10�／�を超えた日が２日以上連続したことの有無

項　　目

�騒音

�NO2

�SPM

�日平均
交通量

若葉台

時　間 165 169 152 274

西初石 東初石 青　田

日 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）

有　無 無 無 無 無

上　り

46,152台 47,779台 93,931台

下　り 合　計

な
ど
女
性
特
有
の
症
状
や
心
身

不
調
に
関
す
る
悩
み
の
相
談
▽

費
用
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
17

日
か
ら
電
話
で
柏
保
健
所
へ

□問
柏
保
健
所
地
域
指
導
課
�

７
１
６
０
―

１
０
１
６

流
山
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
ク

リ
ス
マ
ス
会

▽
日
時
＝
12
月
14
日
�
13
時

〜
15
時
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽

対
象
／
定
員
＝
市
内
の
母
子
・

父
子
家
庭
の
親
子
／
40
人
（
先

着
順
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
17
日
か
ら
電
話
で
子

育
て
支
援
課
へ
（
12
月
８
日
締

め
切
り
）

□問
子
育
て
支
援
課
�
７
１
５

０
―

６
０
８
２

第
３
回
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
基

礎
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会

▽
日
時
／
場
所
＝
12
月
21
日

�
13
時
30
分
〜
／
文
化
会
館
▽

内
容
＝
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

運
営
に
関
す
る
相
談
な
ど
▽
費

用
＝
無
料
※
申
し
込
み
等
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を

□問
千
葉
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

士
会
東
葛
支
部
�
０
４
７
―

３

４
２
―

８
０
５
６

★印のあるものは市主催のものです 

施
策
会
議
傍聴可

▽日時＝11月28日�12時15分～▽場所＝市役所
市民ギャラリー▽テーマ＝～絵画を元に作曲され
た音楽～▽曲目＝亡き王女のためのパヴァーヌ
（ラヴェル）、喜びの島（ドビュッシー）ほか▽出
演＝泉谷美穂（ピアノ）、仲秋由佳（ピアノ）、里
舘雅江（司会）
□問生涯学習課�７１５０－６１０６

「女性の心とからだ」公開講演会
ジャーナリスト宮淑子さんを迎えて　11月27日文化会館で

乳がん（集団）検診を実施中

▽日時＝11月20日�10時30分～11
時30分▽場所＝南流山センター▽内
容＝保育ボランティアグループ「ひ
だまり」のメンバーとの自由なおし
ゃべりと遊びなど▽参加費＝無料▽
申し込み＝当日直接会場へ　
□問文化会館�７１５８－３４６２

南流山ひだまりサロン

▽日時＝11月18日�9時30分～16時▽場

所＝市役所▽献血のできる方＝16歳～69歳

の健康な方（ただし、65歳以上の方は60歳

から64歳までに献血経験がある方）※献血

手帳がある方は持参

□問保健センター�７１５４－０３３１

そ
　
の
　
他

映
画
・
公
演

資
格
・
求
人

少林寺拳法流山同好会＝毎週火・木曜19時～21時、八木北

小学校□問石井�７１５４－３７０４
カフェ　フランセ（初級フランス語）＝第2・4水曜9時30

分～11時、文化会館□問宮崎�７１５８－６７７３
さつき会社交ダンスサークル＝毎週金曜19時～21時、初石

公民館□問大島�７１５４－３８６３
流山ダンス同好会（社交ダンス）＝毎週水曜13時～15時、

文化会館□問早川�７１５８－２０１１
金木犀の会（油絵）＝第2・3金曜10時～16時、第3コミュ

ニティホーム□問高村�７１５８－７５８２（18時以降）
流山・地域で生きる会（子育て中の悩みなどを持つ親の交

流など）＝第1・3火曜10時～12時、森の図書館□問臼井�７１

７４－４０２２

かたつむりの会（不登校の子をもつ親の交流会）＝第4火

曜19時～21時、文化会館□問乾�７１５９－２７７３
はづき会（書道）＝毎週金曜9時～12時30分、主に十太夫

福祉会館□問梶山�０８０－１０３６－３８１３

展
　
示

連休に伴う図書館の休館…11月23日（祝）・24日（月）
返却ボックスの閉鎖…11月22日（土）15時～11月25日（火）10時□問中央図書館�７１５９－４６４６

献血にご協力を

パソコンで「自分史」作りと年賀状作成（NPО法人C&C

クラブ主催）＝11月20日、12月4日・18日の木曜いずれも9時

30分～12時、さわやかちば県民プラザ（柏市）。参加費1回

1,000円□問加藤�７１５９－２７８７
講演会「女も男も　ともに元気が出る話」～ひとりになっ

ても　安心して暮らせる　まちづくり～（流山パートナーシ

ップ主催、市後援）＝12月6日（土）13時30分～15時30分、

文化会館。入場無料※託児あり。11月30日までに申し込みを

□問伊橋�７１５９－４６２０
関谷多一・米寿記念絵画展＝12月6日�～17日�9時30分～

16時、市立博物館。入場無料□問須々田�７１５９－３０２８
チャリティーダンスパーティー（こまくさ会主催）＝12月

7日�17時30分～21時、東部公民館。参加費1,000円□問田中�
７１４３－５１７３

第6回流山市民ヘルスバレーボール大会（流山ライオネス

クラブ主催）＝12月13日�13時30分～17時、市民総合体育館。

参加費無料※先着64組（中学生以上1チーム4～6人）□問流山

ライオネスクラブ事務局�７１５９－５１３８

お知らせ…「広報ながれやま」11月1日号に掲載した「楽

しくなる家計簿・家事家計講習会（11月20日開催）」は、託

児あり（200円、要予約）です

サ　ー　ク　ル

▽日時／場所＝11月27日�10時～12時／文化会館▽定

員＝70人（先着順）▽テーマ＝女性の性と生を考える～

からだも生き方も大切に▽講師＝宮淑子さん（ジャーナ

リスト・埼玉女子短期大学講師）▽主催＝公民館、松戸

人権擁護委員協議会流山支部、男女共同参画室、秘書広

報課▽申し込み＝電話またはファックスで文化会館へ

□問文化会館�７１５８－３４６２/�７１５８－３４４２

このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、南

流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館にある

掲載申込書に必要事項を記入のうえ、掲載希望号の１カ月前（イ

ベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。

なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日時・場

所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間で

するようにお願いします。

□問秘書広報課�７１５０－６０６３

今月10日から乳がん集団検診を行っています。
すでに登録（申し込み）されている方には、受診
票を送付しました。届いていない方は保健センタ
ーへ問い合わせを。
なお、検査内容は視診、触診です。医師の判断
により50歳以上の方は、別の日にマンモ･グラフィ
ー検査を行います。
※検診の日時や場所は受診票で確認を
□問 保健センター�７１５４－０３３１
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平成15年11月15日（土曜日） （４）第１０５４号

「広報ながれやま」は再生紙を使用しています

好
評
の「
国
際
交
流
ま
つ
り
」

を
、
こ
と
し
も
初
石
公
民
館
で

開
催
し
ま
す
。

市
内
に
住
ん
で
い
る
外
国
の

方
と
、
料
理
を
囲
み
大
道
芸
や

音
楽
演
奏
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な

ど
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。

こ
の
ま
つ
り
は
、「
市
民
の

皆
さ
ん
と
市
内
在
住
の
外
国
の

方
が
、
気
軽
に
楽
し
め
る
場
」

を
提
供
し
よ
う
と
、
流
山
市
国

際
交
流
協
会
が
毎
年
開
催
し
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▽
日
時
＝
11
月
29
日
�
10
時

30
分
〜
15
時
▽
場
所
＝
初
石
公

民
館
▽
内
容
＝
流
山
市
海
外
派

遣
者
等
に
よ
る
国
際
交
流
体
験

談
や
大
道
芸
、南
中
ソ
ー
ラ
ン
、

親
子
バ
ン
ド
「
そ
ね
そ
ね
く
ら

ぶ
」
の
演
奏
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

な
ど
▽
参
加
費
＝
５
０
０
円

（
会
員
は
２
０
０
円
）
▽
申
し

込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ
※
当

日
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

□問
企
画
政
策
課
内
国
際
交
流

協
会
事
務
局
�
７
１
５
０
―

６

０
６
４

中
・
高
校
生
の
性
の
乱
れ
や

こ
れ
に
伴
う
凶
悪
犯
罪
が
、
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

相
談
現
場
の
報
告
か
ら
、
出

会
い
系
サ
イ
ト
に
見
ら
れ
る
寂

し
さ
や
人
間
関
係
、
青
少
年
を

取
り
巻
く
環
境
な
ど
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
＝
11
月
22
日
�
13
時

30
分
〜
15
時
30
分
▽
場
所
＝
文

化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝
一
般

／
１
０
０
０
人
▽
内
容
＝
①
遊

間
千
秋
さ
ん
（
千
葉
県
警
察
少

年
セ
ン
タ
ー
相
談
専
門
員
）
の

講
演
②
千
葉
県
警
察
音
楽
隊
に

よ
る
演
奏
▽
入
場
料
＝
無
料
▽

申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８
―

３
４
６
２

「
流
山
の
秋
」
を
テ
ー
マ
に
、

情
緒
あ
ふ
れ
る
写
真
を
撮
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

第
一
部
で
は
、
一
茶
双
樹
記

念
館
と
杜
の
ア
ト
リ
エ
黎
明
を

背
景
に
撮
影
会
を
行
い
、
第
二

部
で
は
、
市
内
の
名
所
・
旧
跡

を
散
策
し
な
が
ら
、
風
景
、
ス

ナ
ッ
プ
、
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
撮
影

を
行
い
ま
す
。
初
心
者
の
方
に

は
、
基
本
的
な
写
真
指
導
も
あ

り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
※
撮
影
し
た
作
品

は
、
後
日
開
催
予
定
の
写
真
展

に
出
展
い
た
だ
き
ま
す

▽
期
日
／
時
間
＝
11
月
30
日

�
／
第
１
部
…
10
時
〜
12
時
、

第
２
部
…
13
時
〜
16
時
▽
集
合

場
所
＝
一
茶
双
樹
記
念
館
▽
対

ー
ル
に
布
カ
バ
ー
を
被
わ
せ
、

空
気
で
膨
ら
ま
せ
た
ヘ
ル
ス
ボ

ー
ル
を
使
っ
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ボ

ー
ル
が
空
中
で
不
規
則
な
変
化

を
す
る
た
め
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起

こ
り
や
す
く
、
技
術
の
程
度
に

か
か
わ
ら
ず
楽
し
め
ま
す
。

平
成
十
一
年
、
競
技
を
楽
し

む
人
た
ち
が
集
ま
り
「
流
山
市

ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
こ
と
し
九

月
に
は
、
活
動
を
全
国
に
広
げ

よ
う
と
「
日
本
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
連
盟
流
山
本
部
」
と
改

称
し
、
今
後
の
普
及
が
ま
す
ま

軽
ス
ポ
ー
ツ
「
ヘ
ル
ス
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
」
が
、
流
山
で
生
ま

れ
て
二
十
五
年
に
な
り
ま
す
。

ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、

長
径
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

短
径
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ

ら
い
の
楕
円
形
の
ビ
ニ
ー
ル
ボ

歌
舞
伎
の
鑑
賞
を
通
し
て
、

古
典
芸
能
に
対
す
る
関
心
や
知

識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
市

教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
一
月

十
四
日
に
国
立
劇
場
で
「
古
典

芸
能
鑑
賞
会
」を
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
公
演
は
、
鶴
屋
南
北

円
熟
期
の
作
品
「
浮
世
柄
比
翼

稲
妻
（
う
き
よ
づ
か
ひ
よ
く
の

い
な
ず
ま
）」
を
上
演
し
ま
す
。

変
化
に
富
ん
だ
劇
構
成
、
趣
向

の
面
白
さ
な
ど
、
南
北
ら
し
さ

に
あ
ふ
れ
た
人
気
作
品
で
す
。

さ
ら
に
、
鬼
女
伝
説
を
も
と

に
し
た
傑
作
舞
踊
劇
「
戻
り
橋

（
も
ど
り
ば
し
）」
も
上
演
し
ま

す
。
人
間
国
宝
の
中
村
芝
翫

（
な
か
む
ら
し
か
ん
）
を
筆
頭

に
豪
華
出
演
陣
で
、
新
春
に
ふ

さ
わ
し
い
歌
舞
伎
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

▽
期
日
＝
平
成
16
年
1
月
14

日
�
▽
日
程
（
予
定
）
＝
①
東

部
公
民
館
（
８
時
）
―
②
流
山

駅
東
口
（
８
時
15
分
）
―
③
江

戸
川
台
駅
西
口
（
８
時
30
分
）

―
国
立
劇
場
（
10
時
30
分
）
―

見
所
解
説
（
10
時
50
分
〜
11
時

20
分
）
―
公
演
（
12
時
〜
16
時
）

―
江
戸
川
台
駅
西
口
（
17
時
30

分
）
―
流
山
駅
東
口
（
17
時
45

分
）
―
東
部
公
民
館
（
18
時
）

中
耳
と
は
、
鼓
膜
の
内
側
で

太
鼓
の
内
部
の
様
な
空
洞
で
す

が
、
鼓
膜
の
振
動
を
増
幅
し
て

神
経
に
伝
え
る
重
要
な
部
分
で

す
。
中
耳
は
、
耳
管
で
ノ
ド
の

上
部
（
上
咽
頭
）
に
つ
な
が
っ

て
い
る
た
め
、
鼻
や
ノ
ド
の
炎

症
を
起
こ
す
と
炎
症
が
中
耳
に

及
び
や
す
い
の
で
す
。

子
供
は
風
邪
を
引
き
や
す

く
、
上
咽
頭
に
ア
デ
ノ
イ
ド
と

い
う
扁
桃
腺
に
似
た
組
織
が
あ

る
た
め
に
炎
症
を
起
こ
し
や
す

く
、
ま
た
膿
性
の
鼻
汁
が
流
れ

込
む
た
め
、
耳
に
逆
行
性
に
細

菌
が
入
り
ま
す
。

急
性
中
耳
炎
で
は
、
炎
症
性

分
泌
液
と
細
菌
が
混
じ
っ
た
も

の
が
、
内
側
か
ら
鼓
膜
を
圧
迫

す
る
な
ど
し
て
痛
み
を
起
こ
し

ま
す
。
急
性
中
耳
炎
に
似
た
病

気
に
、
滲
出
性

し
ん
し
ゅ
つ
せ
い

中
耳
炎
が
あ
り

ま
す
。
炎
症
の
程
度
や
種
類
の

違
い
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
痛
み

は
あ
っ
て
も
軽
度
で
す
が
、
粘

り
の
あ
る
液
体
が
中
耳
に
溜
ま

っ
て
聴
力
を
障
害
し
ま
す
の

で
、
耳
を
さ
わ
っ
て
い
る
、
テ

レ
ビ
の
音
を
大
き
く
し
た
が

る
、
呼
び
か
け
に
反
応
し
な
い

な
ど
の
徴
候
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
二
つ
の
中
耳
炎
は
互
い
に
移

行
し
、
な
か
な
か
治
癒
し
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
夜
中
な
ど

突
然
の
耳
痛
に
困
惑
す
る
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
治
療

に
そ
れ
ほ
ど
の
緊
急
性
は
な
い

も
の
の
、
翌
朝
な
ど
速
や
か
に

専
門
医
に
受
診
す
る
事
が
必
要

で
す
。

急
性
中
耳
炎
の
治
療
は
、
風

邪
の
治
療
と
共
に
抗
生
剤
の
服

用
が
一
般
的
で
す
が
、
抵
抗
性

を
持
つ
細
菌
が
増
え
た
た
め
薬

の
選
択
も
難
し
く
、
時
に
は
鼓

膜
切
開
が
必
要
で
す
。

一
方
、
滲
出
性

し
ん
し
ゅ
つ
せ
い

中
耳
炎
は
、

症
状
が
難
聴
の
み
と
軽
度
で
あ

る
た
め
、
耳
管
通
気
療
法
で
経

過
を
み
る
こ
と
も
多
い
の
で
す

が
、
長
期
に
わ
た
る
こ
と
や
別

の
病
気
に
発
展
す
る
こ
と
も
あ

り
、
鼓
膜
換
気
チ
ュ
ー
ブ
の
留

置
な
ど
が
必
要
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

治
療
に
よ
っ
て
子
供
の
性
格

が
明
る
く
な
っ
た
り
、
は
し
ゃ

ぐ
事
が
経
験
さ
れ
ま
す
の
で
、

専
門
医
と
十
分
に
相
談
し
、
お

子
さ
ん
に
豊
か
な
音
の
世
界
を

取
り
戻
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

（
文
／
仲
秋
功
司
）

外
国
の
方
と
気
軽
に
交
流

料
理
を
囲
み
ゲ
ー
ム
な
ど

熱気あふれる会場

相
談
現
場
か
ら
み
る
中
高
生
像

〜
県
警
音
楽
隊
の
演
奏
も
〜

1
月
14
日
に
古
典
芸
能
鑑
賞
会

日
本
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

第

回
大
会
ー
27
チ
ー
ム
が
熱
戦
ー

国際交流
ま つ り

す
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
新
名
称
で
の
ス

タ
ー
ト
を
記
念
し
「
第
一
回
日

本
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

大
会
（
市
長
杯
）」
が
市
民
総

合
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
、
鈴
木
教
育

長
が
「
健
康
を
目
的
と
し
た
競

技
は
現
代
に
ピ
ッ
タ
リ
。
こ
の

競
技
が
広
く
普
及
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。

試
合
に
は
、
市
内
外
の
十
八

団
体
か
ら
、混
合
十
三
チ
ー
ム
、

女
性
十
四
チ
ー
ム
の
計
二
十
七

チ
ー
ム
百
六
十
人
が
参
加
し
、

各
コ
ー
ト
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
混
合
で
は
「
コ
ン
ド
ル

Ｂ
」
が
、
女
性
で
は
「
ク
イ
ー

ン
ズ
Ａ
」が
優
勝
の
栄
に
輝
き
、

市
長
杯
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

医療の現場から 
風邪に伴って起こり易い 

小児の中耳炎 
流山市医師会ホームページアドレス 
ｗｗｗ１．ｅｖｎｅｔ．ｎｅ．ｊｐ／ｍｅｄ．ｎａｇａｒｅｙａｍａ／ 
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象
／
定
員
＝
市
民
／
各
20
人

（
先
着
順
）
※
１
・
２
部
通
し

て
の
参
加
も
可
▽
参
加
費
＝
無

料
（
写
真
展
用
の
４
ツ
切
プ
リ

ン
ト
代
等
は
自
己
負
担
）
▽
申

し
込
み
＝
17
日
か
ら
電
話
で
生

涯
学
習
課
へ

□問
生
涯
学
習
課
�
７
１
５
０

―

６
１
０
６
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〝
流
山
の
秋
〞

写
真
撮
影
会

初
心
者
も
歓
迎

日 　 　 程
コ ー ス
【 1 日 目 】

【 2 日 目 】

定 　 　 員

申 込 締 切
企 　 　 画 　
後 　 　 援 　
主 　 　 催 　
申 し 込 み 　

問い合わせ

平成16年1月17日�～18日�

文化会館（7:00）― 東部公民館（7:20）― 南
流山センター（7:40）― 江戸川台駅西口千葉銀
行前（8:00）―流山IC ― 茨城県陶芸美術館―
笠間焼窯元見学 ― 水戸（昼食）― 松川浦 ―
相馬ユートピア泊（カニづくし夕食）
相馬ユートピア ― 野馬追の里・原町市立博物
館 ― 小名浜（自由昼食・買い物） ― 流山IC
（16:30）
30人（最少催行人員）※3人以上のご家族・グ
ループの場合は、1室ご利用になれます。ただ
し、申し込み状況により変更の場合あり。2人1
室をご希望の方は相談を
12月15日� 定員になり次第締め切り
㈱流山相馬ふるさと振興公社
流山市
東急観光（国土交通大臣登録旅行業第38号）
電話で東急観光千葉支店東　飾地区担当
（�０４３－２４３－０１９３）へ
コミュニティ課�７１５０－６０７６

松川浦漁港で水揚げされた｢松葉ガニ｣をご賞味ください

▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
／
45
人

（
多
数
抽
選
）
▽
参
加
費
＝
６

４
４
０
円
▽
申
し
込
み
＝
往
復

ハ
ガ
キ
に
応
募
者
（
１
枚
の
ハ

ガ
キ
で
２
人
ま
で
）
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
バ
ス
の
乗
車
場
所
（
①
〜

③
）
を
そ
れ
ぞ
れ
明
記
（
返
信

用
に
も
代
表
者
の
宛
名
を
記

入
）
し
、
12
月
１
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１
９
２

流
山
市
役
所
生
涯
学
習
課
「
古

典
芸
能
鑑
賞
会
」
係
へ
※
昼
食

は
、
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い

□問
生
涯
学
習
課
�
７
１
５
０

―

６
１
０
６

▽日時＝平成16年1月

12日�10時30分～▽場

所＝文化会館▽対象＝昭

和58年4月2日～同59年4

月1日生まれの方※対象

者には、12月中旬に案内

状を郵送する予定です

□問 生涯学習課�７１

５０－６１０６　

1 2月中旬に
案内状を郵送

1

市 

民 

市 

外 

60歳以上 大人 

中学生以下 

2 3 , 0 0 0円  

2 1 , 0 0 0円  
60歳未満 
中学生以下 

2 1 , 5 0 0円  
2 2 , 0 0 0円  
2 0 , 5 0 0円  

料金（税込み、1泊３食）
特典１　相馬特選おみやげ付き
特典２　夕食時ビール１本またはジュース２本付き

20歳を祝うつどい
（成人式）

家庭教育
公開講演会


